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Ⅲ大島近海に出現するサンマについて

Ⅲ豆南海域におけるサンマ稚魚の分布

Ⅲ大島におけるイセエピの産卵について

Ｍ島喚水産加工業の現況
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．五十齪洽(大島分場.;技!iＩＤ小西尚男〔鳩分場,技lilj）星＝

三｣■１１籍■吉
JLfn髄■ｘ島近誘にサンゴ胴ら〃るのは幻本//旨～ろ耳で２朋降に蛾'二六
■十二.■型サンご廷見る季もあるが大部分鯏驚‘鰍として鰍=順意鮒'/月三万
ii三「～/ｚ月で其の産鎮,Ｍ○万貧に達し解もおo重雰鰍の一つであつだ。し
鼻.よ_

露TJJがし剛又と年以降縦伏議威し回霞の北も見肌ぬたＩＤ雛は棚的に漂
毒■■口蒙する看ば少ぃバネだ多数の潔兵鍬有いの鰍の鰍には鯛室つない
1まし:１弓…

了1三つ～よ．‐

琴i■でいる。

三JJj7当湯においては以前がら綱の千孤鯆の発見専業肴の指葬に菱川ﾖ彗
琴.、の賀料乏整燐Uてぃ庭が不牟卿ｚｚ年にニルウの資料丘燃しｘｒの後の
す≦f一コ～

lilLJJ■寒■耗不坂と鵬って調萱も中断し見るべ二資料も趣いjMiﾖ和/／馴降の茨ｌＴＬ

三.■■琴蓬年間木場貴記録並びに伽／3年以降(昭和ノヲ年x)の曰利水湯記録に
＃'二Ｊついて■運々検討したのでこの繍三報岩す乱

琵■■“薑瓢資料三浸出…………に可し辱く慮鮒か
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田Ｍ薄遇新駄式榎飴神津島鯛湯との
鰍Ｍ１／のとちb(で謹浮芝伏中Ｍなし．藻

場次韻方に撤し庭場合≦除いてば．憲法灰／○

屯末濁のﾉ｣'型し縮で薑問懸'百による閏Ｉ系上蚤岸寛

業の様相Ｚ示している。

ｉ;{罫蓬における年ＦＭ場薗は表／＜図Ｚのと
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年次ヌリフＫ場 均直は６千賞で

ゴケ犀の平均直

の量高（／７卒／

年)//方貫の志
また／粋７拝以

降廷含まぬｺﾞｰｹ

年の移動平均道

（／汀Ｆ～/７卓６

年）５６千賞の

分に当って屠り、

少くこもざケ年

に／回は豊漁ボ

見られる。これ

を畑中渓(/７匁）

の霞潮及び親潮

周閉と璽合を試

敦ると図ラのよ

うになる。資料

訳足りないため
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業時の燈火に夢数蒙ること（報告匙ら#ｚという〃積暮術ハその時期に獄集し

た標本の測定値は羨卓のようである。
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Ⅱ豆南海域'二お、けるサンマ稚魚の分布
倉田洋二(iillzl(研究部;技１１i）小西尚男(大島分場初ili）
草苅Ｉ(八丈現業場;猿１１１）

ｌ緒言

豆粛海域、特に大島～三宅島の弼区では例耳／／月～／２月'て亘って顔下サ

ンマ群永大量'て通過しての際に漁獲きれて≦たｵに毛以南ではサンマの群を

見ることは錘めてくし＜漁獲の対象とはならない。Ｍ〕る|こ昭和ＺＳ年(／７州）

’て人夫島近海で雨下サンマボ寝多く未溝し多量に漁獲堂ｵZたごとがある。従来

三宅以爾でもサンマ威黛の群の飛躍埒卵穫魚をしばしＩ説El書しているボ曜足的

な資料はなく木村、堀田（／９Ｊ/）中井（／７Ｅ）零に1旗る成魚、卵、稚魚に肉す
る僅かな記録しⅢないようで《為邑。筆省等はご/ｌＺ５ｌとついて僅々採鬚に勤めた

藷果、若干の知見を得たので報謹する。本調豊に当って種々御指導御便宜を簿

左本場鍼,k琉究却医通奴忠雄技llil大蔚分湯猿鰊田夫歳汝)|耐．五十嵐正治枝)凧
八災現業易蔓菅野浴波)耐に深謝する。

唖

乙威魚の来鮒兄

大島～三宅島固の海区では従来南下サンマ群を対象とした漁業氷行われてい

るので三宅以函における成魚の
図]〔湧況図（昭和２２,二３鉱／２月）わ、｣aとＩｕ身、－７、－－．．一戸、_し全→－戸一一…

来薄状況について述べる。溥絡

海運搬錯の話と筆者等の溺察を

諒合すれば三宅以南、八丈近活

では例年／ｚ日中旬'z来請を見、

てれより／～Ｚ月頃訓読いて魚

群の飛躍を忽邑公魚群は僅かで

ある。＊

しかるIと／抑『年／２月中旬

に１ｺ鞘多くの魚群飛来溝し入丈
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タ

、
βごny

Ｐｂ

窮
し丑士
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．‐－㎡Ｑ､ＡＣヂチハ几、～Ju用R'よ゛説･可､千､、､ぃＮＬＤ｡、ﾛｹﾞｰ｡･･-..｡｡･･穴－h゜へ'－，℃-･も写■■窪｡｡■▽ヨハハハハARA､＄缶ａｎも､qい、Ａへ､円酔bqm･COP･･･Ｌ●｡､､Ｔいへq八・p、ど■･□b､■ＪｍＲＡ几AFjUへ｡｡一･･.QqJbcGo｡･･･八月分も好､｡｡｡｡▽,ハタ･●･へ、●｡一寺も迅乃・－９F.守洗ＪＭへq■写･
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＊八大島周辺は冬季の天候沃惠いため／ヘーュ月の出漁日数は極めて少、い突之航

海範囲はI離岸ｚ～５浬であるのでサンマの藤躍を見る徴会は極めて少い'て主,‘）
かわらず賞く目裏する。
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なった（永這

蒙看は夛数漁具

窒曝有し、この

漁業の将来に蒲

笙乞柁いている

昭和／／年以降

の波琴芝の年問

うK揚葛及びﾛ石和．

７８年以降のＨ

別木場濤童検討

し危鱈系、次の

二とバノフ八つ危

の葱i隻嵩ば年

によって喪`動

次甚だしく蔓

口紅
の
Ｄ
・
》
一

6ｊ特に／７４９年以来急激'二斑少し／〃７～ｎ年のざヶ犀圃の平均値は/9〃

年以降窒盆まM５１ざグ年の平均瞳の/；/〉/に茨少しａ)①。

ｃ）蒙護高の年変動と畑中氏（/９匁）の裏潮及び霧i潮の箇期との関係は舅料バ

ツく輯瞭さ蕊Ｍ〈i累潮周窮の極１１１１虹に豊凶漁火規bjlzるようである。

αルF､漁曰の水温は'三ＷＺＤ℃～え/℃に現わルご場合状多ぃ。まだ一般に水

遍の低下する時に初漁淡見ﾉｺjlq'るようである。

ｅ）粛穫曰の水暴威園一年震丙さも差伏犬暹＜鐘つ〃、の木温廷異にする群の未

簿すること（知ら切る。

/）大島近哲においては４月～ざ月の夜阿サバ寒護の時､燈火の下に多数ザ〉
マの幼璽（康二〉。

Ｃ

献
」＿

）<、

逝泥の変動に閃する漁業生物孝的研蒐．東化逝区水

産斫売所報吉才／号

1）畑中正言／ヲ３２

(８）
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α）卵八天辺海で採集しだ,ロの茄態１本中村（/７３７）の記載|ｚ良く一致する江、

眞径八消大である。即乞卵lさ楕円形で長径八７『～２，クヱ''四,z、平均／`Ｗ"”．
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ｘｑ昭和ｚ７芽ｓ月３／曰入丈島ｗ２浬で葵逼Iz附言した号数の卵を採集した卵

径は／Ｊ掴測定した。
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菌三根村今葛九は巾老鋼と剃網で〃o〆の漁獲を得た。来蒋時期の涜況は図１

，て示すよう'てｚoとうK瀞が八大葛の廟に拡がり前年（／７午７）てはｚoどうK常'よ人文

葛の｣と'て松伏っている。この様なｚｏｏｃ水瀞が八犬箇の罰に拡がった湯合Ｉこ'｡〔

多くのサンマ威魚の釆瀞を見る様である。

三宅以南ではサンマ透対象とする漁業が全くなく、従って目葛しても標本の

採集が函鑑であるが、肇看等が探捕した成魚の教例を示せば表Iのようである。

蓼１サンマ成魚採集表

Ｃ）卵稚魚

（１）州卵については繍綱で擬簾した例は全くな(j'iｳ《i冬季のマグロ廷篭
操業の際に延鰊漂流するワラ繩海軍等に附着する多数の維御鐵鼻以
繭八犬遊蕩で貫く発見するのでどれらの湧域でも塵HＭ行われるものと差

えられる。発見した卵の漂流区域は図乙に示した。

葱Ｚ・サンマ潅魚採集表

開略'h[漬：認髭；床

>ＹｉＪ`５－/z1Z)~|i‘`７ｉ軽jfl網､空/〃野碗昼Xﾙﾘｼﾞﾘ
ヒユノど■￣刀［」

JZF／ＨｚＪＢ
鷺

ｸｊ９/Driタモ案llilHn湾】IUz層ﾄﾞヨゴヱニＩＥＩ ク

３１３Ｅ‘－Jnｹイク；稗

,－７．.ＤＫ６α〃

クーＺＹ丁;/ａ７ｊ澄霞網4ｺ曇/Iｺﾞ物§iIi魎殖Ⅵ日〃ｐｉＩ/９

点り●.――・●･--------------切閉一一缶一一一●￣_--------=__一因一一一の－－雷騎一一や－－－－－●－－宙再一飴岸一一一幻一一一■的一＄￣￣■－゜､祠や－－－■．●￣令■字出船公印甲一一ｍｍ－－￣●●●●－－面一一面一一

米稚魚調雪銃の際．入鍋した温藻埒ゴ測漠は不注意に篭て放棄したボサンマ卵

置発見するため|Ｚはこれ等の漂流糊こそ嵐く附篝卵の有黒を調べるぺきで庇つ

だ。中井(/7列）はこれらの漂流物窪調へ?て最も良い詰果を得ている．

>k＊人夫辺密ではトビウオ卵と類似しているので漁業糧は総てトビウオの卵と釈

しているが筆者等が棟簾したところサンマ9Ｍ多い．

（’０）



図３，ｎｆＭの如く穫薫.鏑では〃"z妃以下のも

のが非落1て多く、それ以上の埣型のものは少

い。どの拳は末,広（/74ｚ入矢部（/９ヶ/入

木村（/テダn関野（／けｚ)、坤浜（／７坪）

等の稚魚網櫟集記録と良く一致しており勿纐〃

以上になると溝沸も充分出来るので椎薫調'て

よる捺撫荻難し｣いためであろう。
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成箪来薄時期のスズZ立海の表面水温１コ/『～

２'Jid灌箪鍔蔦Bそf期では/ｦ.ｃへＺＤＩ五°Ｃであ

って入丈島では冬蕊て゛も/`どより降下するこ

こはなく青７扇近辺では／７℃より閥下しない

(2Ｋ／7:｡(｡～〃｡どの水温【露尾すると麦えられ

る，

曰産99期(1)老察

房:ﾄﾄ1漣区で|土建躯鰯は／/～,２月とざ～ん肩の２回|と量ることが中村（／７３７）

|とよって知られている。鱗い琴がら豆繭海域における箪着当等の調査の限りでは

綱榧篇u)出現iェ／月へぎ肩にﾉ５Ｍでいて中井(/対3）の鎧果と／ヶ月のす？ｚ

水ある'蝿々－激している￥芒して成魚の成熟や穫魚の出現状兄よいて／月

に!ゴすて'て産9Wが姑ユくっている。従って房鍵潅区より約／ヶ月のずれがあり尋

より春[か；ナて／回の塗りn期と云えよう，夏季の産卵1ｚついては笠鳳大鶴（

/7匁)荻述べているような事実は纏認i士j求なかった。即ちざ月以降の夏季の大

局へ鳥島．入丈鳥周辺の穫鷺調採集埒蔦葛における燈火による罐魚中未だサン
火ホ

マの稚魚、幼魚の採捕を得ていない．この事は周蒋鐵における夏季のjh上サン

マ群の釆薄ボ零春季に比べて極めて少なく従って産，ｐしても趣く僅かなもので

災‐

米中井は昭和/３年旦冨～６月大島～八丈局面で9W穫璽を採集している。

X>K珂年７～’月に大島へ蔦葛周/7地実、ヱヲユ/７月大島へ三宅近海/g地莫２７年

Ｊ～７月八丈近蕩６地美の稚魚調'てよる採集々２３茸７月～/Ｄ月)て亘邑烏高近海〈

八夫近海の蓮向燈火'ｚよる潅璽の採集でｻ>ﾏ穫､御､戒負の発見採集が出末なかつ危

（'３）



短径/芯く/～/〃"死，平均/’6グ"“であった。（中村は長径/,ケァ～/ｂ７短径

(詞～ん刀…)これらの＃１７は蕊て受精卵でかなり発生Ⅸ進んでいた。即ち胚伏

永形歳芝ｵz走卵、胚体は完成し卵黄乞噸収しない前期潅魚期の２１１１卵黄を暇

膜した後期稚魚期興二種電調童地異図
（－°Ｃ、、○・、、１Ｎの卵!Ｚ分けられる

ことから異った成

魚水曰を異にして

それぞれ逵卵じだ

ものと老えられるく

ぶ）稚箪探蒙し

た椎亀の全長組成

を－糧図示すれば

図３Ａのよう'ｚな

る。これらの稚意

の豪,l、形は6.ざﾙﾙﾉ,ｚ

でおそらく稗化直

後と推定さわ房州

酒区涯より筐か'１、

形である。（中

村は艀化直後且『

～フＷｚ⑰）きた

膜状鰭の消失時期

x９形態については

貫く中村の記載と

一致する。膜状鰭

が消失す６時期に

|」俸形は略々室こ

てあり濠)i｛よＯ落

泳生活に移行する

と壱えられる。稚

薫網、タモ綱別の

全長鎖飯を禾辻ば

1ＯＬ／~

-弧1－－－－１口！//Lzllj ｉ
》

鉛ｉ
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Ⅲ大黒におけるイセエビの産卵について

五十j室i正洽〔大局分場技Ｉ巾犯永野初男(鳩分場技術助手）

Ｌ緒□

大島近海のイゼエビについてEk昭和/か／８年に当分場盾几技ｿ而伏切蝋の放

流、移動、成長慶．ヒロゾマの飼育等について斫苑した放産課についてば全校

リ｢１１次今次大戦|<屈臼、識死二把進のご記鐵,d川詳である。たまだま脳和えＪ坪

夕月イゼエピの笙弄jW1l年にくらべて遅』'zﾉといつ争邑美看放指潤し廷二とｳ〕ら

蓬兼について二三の麗察童行ったのご報蜜する。

dＢ

、

「
一
〆
｜
〕

２産弗始期

α一睡通

話和え３年‘月４日に差水ｊ１ｌＺ対処先にエビポリ調９○反之掛け漁獲を行い全

驚獲物について性比及び焔弗エビの裁き貿え産罪始期の推定を行った〃

漁場位置は図／の如く巴司學曰の鴬場は水深３～／ｏ零，７月Ｚ５日の蒸

場域／〃尋で底貫は共に溶岩の根と玉石である。
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ｌ１ｗ漁場鮒近見取図
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）Il4E比及び泡兼エビ比率

漁獲直後（５月李曰）並びにi1zF雨のだめ、差水地遥丙へＺ日岡誓養後（

６再６曰）の調査の惹果は表／の如くである。即ち漁獲時の性比'よ雄ざ“

牝雌但協．庭魂エビの比竿は全数に試しｚ努脇雌全数に封し卯〃

（'５）



採集に全らな知つだもの小童は此の海t壁liでは比上サンマ群'よ産卵Ｃないもの力）
今後の調萱に待たねば誇諭が得られない。
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中村秀巴；／737水講稲報告ｊＺ(/）

弧)'1久嵌７／御３蕩洋の科学３の）

矢部博；／7(、曰７K義／７（/）

木村薑迄肋；堀田秀之；／汀／ザ〉マ研究才T合会議讃演（塩釜）
関野膚成；／ｱｺﾞﾕﾛﾌk会昭ポロｚ７年度大会講演

狂原昊；大鶴典生；／7ｊｚ漁業科学叢書Ｓ水産庁調査斫亮部
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中井基二郎；／7匁サンマ研究討論会講演
７７号（/仰３）中央気象台全国海紀司毅Ⅳ号（/7447）

デ

０４）



一鰄三》｛引曰州三…程三恥一
蹴
罰
囹
導
一

一口一Ｆ一Ⅱ雨一］Ｔ一》
滋
川
」
三
川
Ｍ
ｍ
Ｍ
笠

》雛・
》｛一刃州■門口許一・

ク

肥と』

iii）水温と比重

当地の定置観劇点

ボトオシ美海岸（図

／）にあって霊場の

中Ａｕ＜当るの荻この

顔測麿の旬間平均撞

送示せば覆う、図３

のとちＯである。
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でありえ曰風

の塞簑期同中

の幣死卒は雄

伏Ｚ８錫で最

も多く抱泙エ

ビ'よう笏で衰

も少い

表／性比及び杷報エビii艫j茨

５月型曰調査；ろ月６曰調貰：霊

怪；尾巍ｒｉｉ比詔Ｚ：屋裁

ｸ弘ｌＺ５魔ｊＺＷ鵬

〃

勝ｉ天枢許

つつ［Ｃ リ

ク、！／Ｚ７ ク１．イ６

註，調質時の比率欧同曰の全然仁対する比率．竣死の比手|ざ叩耳卓已

の調査数とiig死教との比季

）体寝組成

鎮胸甲良（眼柄基部より頭脳甲脊面中矢端迄）及び序長（眠籾基部より

尾節末端迄）屋３Ｄ…竹橋さ、俸重二㎡厚台秤ご測定した。体庚頑胸甲
長及び俸室のU鰄別慰如表Ｚのとおｏで、図ｚは悴長につき図示し丘もの

である。

表ｚ－ＣｚＩｵL長薩戸別尾教義

ＩＯ

ｌｌ

ク；廷（６ＯｉＦｉ７ ク

ｏ；／ｉｏｉＪｄｒｉ／ク６Ｄｉ／〃

拝；ﾗIもlfOﾘキ

〃′ひク含冒

表Ｚ－６頭胸甲良階層別毫数表
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Izglば本年の永鐡荻平年に出し|虞く（表へ］）沖合エビの産兼湯前である浅部

への浮動求遅ｵ/z丘聿及J↑産兼鎗期煎写拓るざ目上中司の木逓放約／｡ｃ低く

塵報開糟還LZ髪に塗する争伏達↓ｚ随筆|こ虻らａＬ笙弄)輔趙温震ば不ＥｌＥｌである

八平坪のこの鋳鋼の水温（/9と此上さ夢菱する季より/ブヒ以上の水温の鐘

銃些看えらｫzご北性比は脳租ｚ“弓調豊の萄癩ご威産報謎期即ち雌淡全て

糧兼する碕期さは雄７７：雌ｚ／ご塗鞭求鶏即ち把秤エビの小口清期では

雄ざざご雌４ざごあった。Ｃｊ２は橿葬エビの誓幽くよると報じヒバ、今回

の調豊の篭蒙汝雄すらと雌型卓で末期の椙派エビの少し(持期'こ似ている。

鍵死辛ば従来壇箙エビバ非常1二雪いと鬚奮に云わ』lzてしに（．差水上H1>|q「

におけるＺヨ間の篝震さは椹芹エーピの蝋死幸次米輔に少怠撚つだ。このこ

と|ﾖﾋ誓震エビの)B〔崖F数に|美(殻次ある莚思わ』lzろ跳汝薄遣肉さｚＪ屋乞勿

曰圃蕊j没fil干否篝篝して／尾も姥死し怠力(つた諺と夫に擢兼エビの看性'二関

し面色し(〕冤塚である。

ii）溥長祖戎

埣長の平均値凶／よ〃…で雄は/７７…Ｍ坐はＭ２”`ご雄状大型のイロ俸

室多数含むに加わらず小芒い,また体夏鞭賊（EZiz）は雄は台〕似を雌

は山型廷していて異怠る型廷しているのは面白い季である．握詫雌と末抱

鞭雌とでは挺派雄域平均／うち`"iで雄とほYT等しく不柁系エビは／父北"zで

霞む大きい。

jl1lF雄及び抱派雄、末泡濡雌について平均債の検定室行ったところ雌雄の

謁慌はＺ､＝//〃'Ｓご/､＝〃ざにおいてばオー/(ヲ〃（/z＝/ｚ夕）よ

りノハこぐノヮーヮ叺丁の硬界においては差曰く貢電さなｗ把派雌と末椹罪耀

との閏擁はZb＝ＺＪＷさ/、＝。'すにおいてばて＝又〃〃（〆Z＝〃)より

大老＜差|づく，iEr急である。即ち末挺兼雌伏抱弗雌鋲、大差い。どのことば当

地芒型ｵZ`がr-イヒエビErj誓羨い所に棄て脱皮して弧らｲ子を持つ」と語ってい

６．虞燭の程は朗らハでない（、この零Ｊ<、老えて大型のものﾉﾘ菫浅i所への

移動11寺j史H求達肥ることによるので怠いだろう仇即ち図Ｚの如く末把秤雄

は大型Ｋ傭している。

震胸甲浸は雄2Ｍ'三|＜比し大こぐ特に椹ｳﾞP(雌は’１'這い，頭胸甲長と傅長比

は雄於雌よりＸ髭＜抱兼雌次景小であるハニjrDらの検定は実施なかつ尾

庫慶は唯雄で菱はなく求抱莱砿が|菫|<大差い。

壁苫

§

一くみ

ｒＰ

('９）
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βへ着： 察

１）産評始期ノノーニノ・〆Ｕ－▲･'万・

大島近海のイゼエビの塵兼期1土従来f丁月中旬～９月上旬ざ６月～ず弓於
盛期と真倣笙jlZ東京和漁業調整規則|＜より６月／日～'月〕／曰の問を蕊

、蓮期としている。

６月卓曰の調査では全数に封し)乞派エビスュβ〃･雌|<対しf7iw2'ご水|逐
一蕪エビが多い。栢孫|]Ｚ‘坪の当湯の調査によると崖兼盛期と着えら把るろ
へ月ヘケ月'二魚獲しだ!｝M達の俸庚／〃，ｚ以上のものは全と塩瀕しておｏ・今回

の未杷頓エヴピボ全て此の庫長より大こい。このことは易ＫＥ産秤盛期でなく
産報始期と椎定せら』､,ろ。徒って平年に比ｃ／飼近く蓬jlzといる。この原

０８）
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３Ｊ已卵期向

2．蓬週

６月６日測定盾收響施設の潔係で温卵エビ中遇力の旺盛な.もの二万尾'て桃

色ヒルロイ僚坂標識丞銅鎌で鎮旧部に老イオけ收雲巍察を行った。

（ｉ）收遜施設別場所

收容施設は当地で一般に用いられている糧主賓（錠八尺、灘３尺、深き

／尺了すの船形で\すm３分板を周祷６分|乙打付ける）参IEF}い７K面に浮力）

した。

設置場所は比重、氷､温の喪化激しく條件は寒川（管理の翻合上渡洋落穴

に蘆いた。（図／）

（ii）観察詰果

收否時の卵|さ全て鮮黄澄色の初朗報であったので６１Ｅ１ＺＺ日より／趨向

富'て卵の戸剖をとり２Ｏ漬解剖顕微鏡で観察(ﾉだ。観察区分'よ次のとおり

とした。

発霞前一一一一複眼の照美として認められる以薊。

篭鰻一一~￣複限の黒実として認められてより次の時期迄。

示色色素出現－－赤色芭素水明瞭1て認められてより次の時期迄。

Ｈ旦色一一一一卵ﾎﾞﾀﾄ見飼'て寒攪色となる時期以后。卵黄は半kjf以下と

なりヒロヅマ明瞭艀化直前。

主賓水破潰し／６尾蔽逃としたために７月２７日で打切つだ。ての藷果

“ば讃与に示した。

７月６日／尾．Ｚ○口Ｚ尾一ユク曰２尾が孵化を完了し之，Ｚ６曰生寶

破損のため逃げたものの中ＺＣ曰の観察時|乙瞳色していた／、尾中少､なく

ともヶ尾はすでに産卵を完了したものと桂定乞れる。

孵化を完了することなく芥の流失したちの７尾、観察中標識の脱碆した

ちの７尾あり鏡察奴混乱した。芒の他7K生麺の発生等起り良い鎧果ボ得ら

れなかった。

（１１，７Ｋ温及比重

篭犠期向中生賓設置場所の午前/‘時の霞測腫は図与のとおりである。即

ち７月／ひ日頃童７K温の上詞L氷殆人ど見られずｲ皇遍に椎涜しており比重の

変動も基だしく降雨日数は６月Ｚ半日．７月／『巳で天候の不ｌ虞を示して
（20Ｊ
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らち滴要１
Ａ).産iHfi姶鍋は抱葬エビの比率より６Ｅｌ上甸と桂定菫舵例年に比し／匂遅れて

いる。どの原因は汀昌上へ中司の'K温扱例年に比し／｡ご峰.＜産弄温度と樫定

匙ら、れ／ヲ。C'に達しかZ八つたためと老えらｵZ否。

ｂ;〕1体l豪の:平均値は企／7`うこ肌枢評早/川ｃ"、未捷弄早／矢３°"z２平均

′尻Ｚｃ”、総平均／ydC"zで未抱弄早公特|と大差＜杷弄旱との差Et有電であ

った。これは潅弄場所への移動時期の差'て旗るものと考えられる。

ご）趨謙期i面は釘丁Ｄ曰で椎野の權定已数河～ヨヰロ]て比し著しく長かった。

これは溌兇の不良ご病気の発生によると老えられる。し小し７月三６己の環

獲エビの｝描濡状鑓が薑養エビと類似する拳は天然における抱弗已数を考える

（23）

の



迩 口》》》
薑養場所水温及び比窒のヨ変化1塁Ⅲ

。－オC毎Ｌ

Ⅱ川iLLルハ〈MPiijiUjil困叱Ⅶ

図４

γ妙蔭榊邇

ノァ

八Ｆ
｡､鯵射ｴビ

テマーT￣可一丁－－

ヴク

－１丁

■瓜

、

7月

且毛察

今回の調寶|乙おける拘りlqEl数は切目前乞こなo笹野虜の權定目数33～〃
曰1て比し蓬だしく擾い。エビワ)艀化に鑿する口数を＆ず臼と(｣て把りn期の６

月／員よ、、汀召面の凝業ﾌK温の和を求めると二亨郵７ＺＺ。Ｃ、２ﾌﾞｰ耳3J/と
２６年フ知Ｍ２７年β刀ｔｆ－Ｚ『郵占７うでとなり、本泙は２７罫と芸|と非
常Ｉ乙峻ぃ。Ｍ〕し駁|とエビの騨化に琴する積算温度を７jrZﾉでと演足しても７
月上司の水温はＺ３ｔ'前危で混るから、Ｚ～３曰の遅延で嵐いわけで、このよ
う'て逼泥だ原因ば比重変動の激し量、病気の発生琴によると考えられる。し

たがって比(ﾌ)鎧果より当地の堤笄已滋の基準|Ｚはならない。
（22）



口

告,山与水産加工業,ｽﾞ'現j兄
一

壱瀬区（大誹呈側ij）

市Ⅳ

１銭＝．、イヒ！に．

７k産蒙は後来の如く唯謬壌多違の副′k園漂とする訳にはい力〕ない。観賞'iii値

を増進する二と７１KF髭,蕪i)て'jと夢となって多|<くち、ヨ｢|乞貯蕊加工が､生遅に伴って行’|つ

れ利鐡,をL霞1ひ瞥大ブることポ、フＫ鑿業の合理化であり能率躍進であってｸﾞﾄﾞ､斐

譲巳俸の莚蒙fW位瓊の匂上であるといえる．このような煩同級通Lぐう厳'J＜なる

にっｨ(で、現圧の昂喝の７k謹加工業の護_筥も合理化曇jiThなければならない，ど

の構蕊'乙鐵施し昂j痔/1Ⅱ工業の特窟を日月らかlrrしようとしてこの調査を行った。

●し

座
，
〆
⑫

乙調奎磁

漁獲竃】銚欝及びｊ廻工原料数量銃計i或各村漁渋より翼分場えの簸雷を集計したや

穀琶のないところは懲紘省求索載計調査事務所の瀦計を引用した

３熊畠とjlU工房科数臺

懲穫尋Ｉよう|ﾁﾞﾉ霧｣ZJz'らjrzるように溌霞において増韓を矛いている．副/津を

基2掌Ｚした蟻舎こ‘江は詞‘ざ％壇加し、二６年'ユヱラ，？％増となっており、

三７坪}よ雲に鐘しく雪γ'３憧強を示している．漁獲扇の増加は生産手凝の回`後及

び濯湿約好題が大差ｎ隙因となって'Ｍ§。これに反し,加工漂鍔数髪は三午年を

／〃と(_ﾉてこざ年；/γ鉛ｚ`年32,／’６三７年鰍J鵜と減｡ﾉ､していろ。

霜／主雲震選別ﾊﾛｴ原料数霞及び漁獲高

－￣ず』

｡

〃

(２５）



上蟻味あることである。

死）童譲中に交尾ぱ認めＭzたが、二次放評は観察出来なり1つだ。
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伊勢蝦の胚期発生に関する耐鬼
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ｚ丁耳かロブ％２６年６７鉛Ｚ7年４気楽雑ど高し、比率を示している拳は

有利な加工原料と云えよう。

父．その他璽鎮旦辛年の加工率は仰７１３％と濯獲覇の辛箇強'てなっている奴

これば濃紹がら盧警業者が貴取り、饗.品として出荷芝jrzた拳'と原因している。

その篭量(と対する割合もｚ今年３２，５－％ｚ5玄Ｅ２学,早勿二６年２ｸ,２％、ニク

年２祭牙銘とな/)、水加工率も〃？＆ごｍα／州，抑え光と割合'て加工

原料としての地位も高い。

と
一
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Ｒ汀７７ｉ伝、 ﾌｧ、『Ⅲエバ;！ つり

ＦＭ６Ｆ〃り

クプＭ

6,J/アンｌ７ｒＤｸ／；３ＭＷｉ鰐 ク

『クｌ２ａ５ｌＺ｢字.‘宣瀬（ノリt[エノMii リ

ｙＤＤＩ／y〃 クｉＺ－うりクク葱１隻樹！／'０

Ｘ、クｸﾊﾞｦ７りう原
仏

Ａｒサバ」今主雲寛種別|ひ旧較すれ'ざ葬便滅少しておりその加ェ数量|さ．

ｚ千丘／〃どしてユケ年Ｊ７ｒｚ形Ｚ６年／午’６％ｚ７年３，／％となっている。

その耳の藻獲藪'て対する加工率も汀／兜／今,／％＆５７９６／ｗ６と笄暑'こての

割合,ＭＡＴしている事は特'て正己乏九ろ現象で流通過程において鮮魚として

梢貴送れる比葦が高くなり、加工量原料としての価腫が相対的|乙修＜なって

いる拳がうう１Ｍﾐわれる。

‘．「フジ」ｚ５耳'｡〔ｚ今年の２，７唐強)て増加し加工環料鑓量に対しても

ﾖｦ.丁先と大きな比繁を凸めている。Ｚ6年はｚ４坪の６２７`〃と峰下して

いるボセの加工率は３Ｄ`３先と高い比率塗示している。ニフjzFl式２４年の

五ｚ橿強の増加で加工原料総量の大半〃７％を造めているボ、その加工率

は僅か／二．ク免の比率'て過ぎない。これは蓮獲高パ多く処理能力の不足によ

るものである。

ｃＪｒトビウオ」二学年の加工率は／/:／先ﾆｺﾞﾃ茸ノクラ〃ｚ６年J>､ｚ％

ヱク年、先と低率であ表ｚ加工率（漁獲高,Ｚ封する加工畠の割合）
ろのは鮮璽の麺合共同出

荷で余り加工する余地の

な‘(つた事'こ起因してい

る。

ユ．「カツオ」加工凍料

としては少､ない数鬘で．

総量の僅か〃～３７苑を

どめるに過ぎないが、

加エL率はユユ年ユゴ/先

千Ｉ＝畠Ｃ召

『717ｏ７ｂｌユラ

ア □

り

クラ

クｸﾘ池瑁２９２１$与り

ひ
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●

の藁#iilllとしての数量･永年醤に樫下している傾向ボ見られる。ムロ節に加工芒

腫た原斜はｚ午年３万フキ賞で旦汀芽はＺ学の２，学麿謹(|こ漕加してい:葱。２６

年｝よ麓に乙十賞でｚ竺ｼ４年の釘９％に）；該減している事は濠獲鐵少く原料価格高

騰の篭粟節'て加工ニオzろ季が４ＭＭつだの'て起因している。ｚ７年は漁獲高

のj誉j17コと共にムロ罰原料とｂて/ｏ刀汁貫jWQ襲芒れ２学年に比し２１Ｆ鱈の増

躯遷象ｏている。

Ｃ冷凍品原料総量)ｚ対する比率が叫年/夘弘・Ｚｒ年〃クルｚ６坪

／〃'禿／ｚ７年／JTMと割合大芝な比率を示している季は浄鐵塵永漁皮誼合

綾営のもの鮫多いだけ今後益々その比率数量状増大してくる可能性永多い。

ノ）

ｉヤ
の

,>ミ

5.各材の処理原料数塁

支庁轡区別に見ると大島支庁管内の原料知理数量は鳧|)1与全体の処理数量の

”与兜（二与年）『す先（二ざ年）ＦｌｌＭＫｚ‘年）６ラ鉛（２７年）と大きな

比率を示している。

三宅支庁管内'註ｚ亨弗（旦宇外）／ｆＭ（ヱタ年）ヌク％（２６年）３，７`効（ユタ

犀）と纏い比率である６

八大支庁管内は夫々／y,／飴，２Ｗ６．／/､／9,Ｉｒｗｚ肋勉の比率となっている。

村別に見ると波浮港村バユ今年Z6万7千賃．ヱヶゴ２Ｍ筋≦i一貫、２６年３７７ヶ斗貫

ユ７年7万ケ十貢となっており、島崎における拠理量の７．ｺﾞｰ形，知２％，二尻〃

ｚ２，ｚ％であり、ｚ÷～ｚ５年は／位の比率を示し二７年は３位'てなっている。新

扇本村はとL今年j｢7ｏ％，Ｚが年ｚｚＢ先，２６年/タ／先２７年二品ｚ％であ０２学

年ｚ６年は３位２』｢当EEz位.２７年／Ibq〔となっている。三根村|ゴユ学年プぶ？％，

２７年二&す％ｚ夫瓦との年ハＺ位の処理量となっている。造のH乢若ｼﾞi:Ｍｕタ

年ヌー妙,二7年／/`／鉛の比率を示している。以上のようＩＣ島｡,早'こおいて加工業

の盛んな前は波浮港村剰島本村薑若郷村．三根村で他は余り源はない状態にある。

ｚ(に一経営樺当りの原料21r薑2塁見ると、野年において波浮遊村又万震.三根封
／万２斗賃、；i5T覇ａ十賞．他は２才賞以下となっている。Ｚケ拝渡浮港村夙？十
貧、差木地村汀牛貫、若剃村李,プチ賃．ｚ６年元祖･‘十貧.溺捲3,7償､三根材ｚ

斗貫、ｚ7年蔓渡洋港村/方針貫隠差木地村‘,忘十實、三根村亨７千賞の順となっ

ている。以上のようIと二午～ｚ７年に三って専業者として成立し得るのは波饒浮詫

材程度で、他|猫ﾘ業を持つかまたは副業として加工業を営んでいる状態である。

以上のよつにｚＳ年を例外として、加工原料数量は大津３Ｄ万メ台を鍵椿し

ている次、曇営俸か増加し一径営体当りの原料処理数量は年々減じ業者の坂

（29）
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ているに過ぎないハ,小し殼鰭能力の関係からその郷理数量には限度があり、

大漁時にＷ(８浬に困り題縫な製量をｲ乍D換貨}て困鑑を来たしたり．不涜時には

原料不足'乙よる箪加の嵩薑鵜をまね差採算不貫の状態に追い込まれる事は後進地

の類村に往々見られるとおり島力与もこの状態が常謄洋在している。これを防止

するのは>令藏庫の利用奴光一'て挙げられる。併し各村漁供の冷擾庫の運転方法

等幼稚であり原料逢凍篭湶序する事零現状では不可能である。また加工業蓄の

資力不足なので運jl11zi資金を目ご資金でまかなう以上'て他人の舅金'て族存する事

次争い。適当な金融機関がないため、資金の調達1Ｚは何時も苦労し原料の他'て

他力小らの務ハ製品の貯鐵曜保1Ｚよる価格調整等は不可能であり、向屋資本等

の流>、によって、ある程度の支配を受けている。また資金の回転が遅かったり、

蔦価送震いだ〉Ｗこりするため、漁祭看の共同出荷|Ｚよる地元7K場の拒否等の場

I臣が往々見られる。

画
U▼~４

t,：

６加工業のゆく文

資本はその投資鎖が大童mlzば大差い程蟹髭した収鉦を望むもので括る。加

工業においても、ごＬで原料を常暗躍深し)て稼動曰数を増加する努力;Ｍ)雲'て

なってくる。それには原料.を冷鐵露に完全j乙貯綴し利用することボ出来ｵzl蔀、

豐潔の場合も》lfi羅な製晶をつく暮二となく、岳曰予定どおりの数塁目を製造し得

られるのでこの様な施策を講じなげjlzばならない。併し島u厚の全冷議犀の凍括

能力は波浮港村/7屯、新晶こも八大島６万屯で遼邇技術も霊く完全東篭し得

る設鰭はあっても、これを完全'Ｚ利用し乞っていない。冷鐵収容量も全舗合計

（Jひめ屯である淡機械設鰭運竃技術の幼催がら冷涜温度の上昇等'こより>令鐵

畠の題擾求往々'て見られるので、設績の茂書．技術の改萬入庫料の隆減等求

言十らｊｌＺなければならない企業の立場から考えて綾菖の安定のため'ては收遼率

の同上と賛本の蓄積パノ込要であるりぐ、これ‘出来ない原因としては（／）原料

童の入手難（ｚ）贄金鑑（３）｜中貿運搬業老の勢力の撞大（今）運賃其の他富'１

資桟の高価、などボー獺｣て通ずるこ上である。こうした条件の中で、企業個々

としても利潤増大の努力が梯われ'ずならない八，|、資本としては当然膜界があ

るので鰯1,仏がとりあげられ水達加工業俎合水Ｓ鐘台甑鐵これた鮫、有名製実

の状態で始んと活動していない。謹営の合理化にはこうした租合の活動ボ非常

に大きな役割をもって栄邑ので、こ↑乙を通ｃて系統機関より資金を融電して貴

い径済の変動'て耐えて.生産を謹持することがﾉ込要となって来よう。
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